チームの次の、遠征試合は、日本で。。。
ローカルの、リトルリーガー達で、結成されたチーム、親善試合にむけて、海外遠征
デイビッド　デイーン氏は、ここ十数年、２年おきに、夏を、日本で過ごしている。彼の妻である、Sue (すみれさん）は、日本出身の日本人。そして、１２歳と、１０歳に、なる息子さん、ボビーくん、ビリーくんは、彼女の実家の近くの、小学校に、毎年夏に、通っていた。
２０１２年の日本での、ある夏の暑い日、デイーン氏の、息子さん達二人は、ある、ローカルな、リトルリーグの、チームから、練習に、参加しないかという、誘いを受けた。その誘いを受けて、見学していたデイーン氏が、思いついたことは。。。「うちの、リトルリーグのチームを、日本につれてきて試合ができたら、どんなにすばらしいだろう。。」
その２年後、デイーン氏の、計画は、現実となりつつある。。
リトルリーグ　デイストリクト　６８の、スタッフ、そして、各リーグの、会長の力を、借りて、デイーン氏は、１４名の選手で結成されるチームが、８月１日から１０日の間に、１０試合を日本で行うという、計画を打ち出した。
「僕達は、フレンドシップ　ゲームと、呼んでいます。勝ち負けは、こだわりません。選手たちが、楽しんでくれて、できれば、友情関係ができ、この子達が、まだ知らない未知の世界がたくさんあるんだってことを、学んでくれればいいです」と、デイーン氏は語る。
海外旅行は、デイーン氏にとっては、めずらしいことではない。１９歳のときに、アジア各国を回り、香港、中国、台湾では、物理と、微積分学を、生徒に教えていたという。「大学を、卒業する前にすこし、自分の時間がほしかったんです。すごく、いい経験になりました。だから、今回の、遠征で、子供達にも、世界は、すごく、大きくて、あの子達が、想像できないようなことが、たくさんあるんだってことを、経験してほしいんです。」と、デイーン氏は言う。
１１歳の、コーデイー君は、「野球を通して、ちがう文化を、学ぶのは、すごいいいことだと思う。日本の子たちが、どんなに、野球が、うまいのか、早く見てみたい。」こう、語る。
デイーン氏の、思いは、そのままチームに、そそがれている。「僕達は、選手を、日頃の、振る舞いを、重点に、選びました。ほとんどの、選手は、オールスターに選ばれるという、経験をしていますが、このチームは、オールスターチームでは、ありません。もちろん、互角の戦いをしたいですが、それよりも、清いスポーツマンシップを、モットーにしたいんです。」
１４名の選手で成り立つこのチームは、デイストリクト６８に、所属する、なかで、５つのリーグから、選出された。
チームは、東京連盟、関西連盟、東海連盟に、所属するチームと、東京、大阪、名古屋での、試合を、予定している。それ以外にも、日本の、チームとの、合同食事会や、大阪、門真市にある、パナソニック工場見学、日本の国宝とされている、犬山城観光なども、遠征の、ハイライトとして、予定に含まれている。
デイーン氏は、妻、そして、デイストリクト６８の、事務局長エジオ　ペトレラ氏、そして、総審判委員長の、サム　グリフィス氏の、協力なしでは、この、プロジェクトは成り立たなかったと、語る。「僕自身は、子ども時代、リトルリーグで、野球をした、経験はありません。野球好きの妻が、息子二人を、リトルリーグに、所属させて以来、僕達家族の、生活の、大きな一部になりました。僕としては、リトルリーグが、教えてくれる、清いスポーツマンシップと言う点に、より、関心があります。」
今回の、遠征費用、スタッフ、選手とも、一人、３５００ドルを、見込んでいる。
募金を、募っているので、協力したい方は、監督の、エリック　シュライアーまで、ご連絡を。。
